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1．はじめに  

河川管理システムは，利用実績が豊富な WebGIS を基

本システムとして河川管理（情報蓄積，情報流通）を安

定的，効果的にできる機能を実装しています。本システ

ムは，WebGIS の特性（視認性，情報変更性等）を活か

し，マニュアルレスを目指した操作性を重視した ASP
サービス（システム）です。 

ASP サービスは，多くの関係職員が同じ情報をシーム

レスに共有できます。また，スマート端末にて河川点検

における現地での情報確認や情報登録なども容易に実施

でき，業務効率に大きく役立ちます。近年，情報セキュ

リティに関する安全確保が重要視される中，12 年間にわ

たり，安定かつ安全に情報ストックおよび情報管理して

いる環境でシステム運営を行います。運用後のシステム

改良についても，短期間かつ低コストで実施できるシス

テム構造（維持管理のコスト軽減を図れるシステム構造）

となっており，長期間にわたり快適な使用が可能なシス

テムです。 

2．河川管理システム機能紹介 

本システムは，3 つのシステムで構成されています。

利用者および役割に応じて利用システムを分けることで，

高いシステム操作性や利用性を確保しています。 
 システム構成は，「河川管理情報を閲覧する WEB シ

ステム」，「河川管理情報を登録する WEB システム」お

よび「現地からの簡易点検アプリ」です。システムへの

アクセスは ID およびパスワードにて保護されているほ

か，画面毎にアクセスできる利用者を制限することがで

きます。よって，必要に応じて登録作業等を外部委託す

るなど効率的な河川管理作業が可能です。 
(1) 河川施設点検に関する機能 

河川施設点検要領に則した点検をスマート端末または

パソコンからの簡単な入力で報告できます。スマート端

末では，河川施設点検要領の構造物に応じたメニューを

表示し，点検現場での効果的な報告支援します。また， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 効果的な河川点検情報の流通 

執務室での点検結果の取り纏め作業を効率化できます。

点検報告の結果は，WebGIS 画面上で表示するほか，集

計一覧等を表示します。登録した点検データは全てデー

タベースに格納するため，様々な項目で検索できます。

また，帳票印刷は WebGIS 上で選択し一括印刷が可能で，

作成負荷を大きく軽減します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 河川点検情報のストックと情報閲覧 
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(2) 河川現況調査に関する機能 

河川現況調査の結果を視覚的に把握できるよう河川管

理区間（100m 毎など）のデータを WebGIS に表示でき

ます。また，毎年実施される河川現況調査結果を効率的，

かつ効果的に更新できるよう「GIS による視覚的な入

力・更新」と「河川情報一覧による入力・更新」の 2 つ

の方法が可能です。 
「GIS による視覚的な入力・更新」では，ランクや河

川名，調査年度等により情報抽出し，GIS 上で情報確認

や変更が可能です。「河川情報一覧による入力・更新」で

は，情報をソートし一覧表による一括修正や変更が可能

です。 
(3) 長寿命化計画の進捗管理機能 

長寿命化計画は ,施設管理情報および機器管理情報を

WebGIS 上にシンボル表示を行います。シンボルは，水

門・樋門，ダム，機器毎に異なるアイコンを表示し，視

覚的に判りやすい表示となっています。なお，管理・監

視期間を設定すると，更新時期や点検時期が近付くとア

イコンの色を自動で変更したり，リスト表示することで

確実な点検作業を促すことができます。また，更新時期

や点検時期は，事前に登録したメールアドレスにメール

配信することも可能です。更に，検索機能により特定の

施設を抽出したり，施設に関する書類や写真を添付する

ことも可能です。 
長寿命化計画の帳票印刷は，河川施設同様，WebGIS

上からシンボルを選択したり，エリアを選択して一括印

刷することが可能で，各種報告帳票の作成負荷を大きく

軽減できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 施設の長寿命化情報管理 

(4) 緊急報告機能 

緊急報告機能は，東日本大震災時においても東北地区

の資機材情報，重機情報提供に大きく貢献したシステム

を基に構築しています。実際の災害で使用された経験の

ある信頼性の高いシステムです。（（一財）東北建設連合

会を通じての情報提供）災害発生時におけるパトロール

の状況報告，確認，復旧状況の確認など一連の情報を関

係者全員で情報共有できます。これにより，情報錯綜が

ない円滑な情報伝達と視覚的な被災箇所の把握が可能で

す。 
パトロールによる状況報告は，スマート端末またはフ

ルブラウザ対応の携帯端末のどちらでも実施できるほか，

GPS 機能を搭載したカメラを使用した情報収集も可能

です。（写真に位置情報が付いていれば，位置情報を指定

しなくても自動で位置を検出できます。）報告された情報

は，検索および抽出し，報告書形式で出力できます。災

害時における上長への迅速な報告書提出に大きく役立て

ることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 災害時における河川周辺の緊急報告 

3．最後に 

河川管理システムは，3D 図面ビューア機能を有してい

ます。3D 図面を閲覧する際，特別なシステムをインス

トールすることなく閲覧することができます。これによ

り，インターネット回線があれば，モバイル端末等を利

用し，情報を視覚的に確認できるほか，近年，実施され

ているドローンによる河川計測結果もストックすること

ができます。このように河川点検に関する様々な情報を

一元管理することで，ビックデータとなり情報解析を通

じて河川点検や保全の効果を高めることができるように

なります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 様々な情報の管理例 
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